
ダッシュボードの ポリシー セクション（ ダッシュボード  → ポリシー
）には、アカウント内のすべてのポリシーがリスト表示され、作成、コピー、編集、削除を行うことができ
ます。

ポリシーはテーブル形式で表示されます。行をクリックすると、対応するポリシーエディターが開きます。

ID: 内部ポリシー識別子。
MDM: ポリシーのプラットフォーム（ Androidまたは Apple）。
名前 : ポリシー名。
説明 : ポリシーの説明。
デバイス : 現在そのポリシーに割り当てられている登録済みデバイスの数。

Android Managementと Apple Managementの両方が設定されている場合、リストを すべて 、
Android、または Appleでフィルタリングできます。
検索 を有効にして、ポリシー名または説明で検索できます。

更新アクションを使用して、リストを再読み込みします。
表はページ分けされています（ 1ページあたり 10/25/50項目）。

ポリシーページの下部では、新しいポリシーを作成できます。アカウントに設定されているプラットフォー
ムに応じて、以下の操作のいずれか、または両方が表示されます。

ポリシーの概要

ポリシー一覧

列

フィルタと検索

更新とページネーション

新しいポリシーを作成する



新しい Androidポリシーを作成
新しい Appleポリシーを作成

各ポリシーの行には、 ポリシーをコピー および ポリシーを削除 を含むアクションメニューがあります。

ポリシーを削除する際、そのポリシーの使用状況に応じて、ダッシュボードに追加の警告が表示される場合
があります。

ポリシーが登録済みデバイスに割り当てられている場合、そのポリシーを削除すると、関連するデ
バイスの登録が解除され、アプリとデータが消去されます。
ポリシーが登録トークンに割り当てられている場合、それらのトークンで登録を完了できなくなる
可能性があります。
ポリシーが Google
認証による登録のデフォルトとして設定されている場合（グローバル、または一部のユーザーに対
して）、そのポリシーを削除すると登録に失敗する原因となる可能性があります。

ポリシー一覧では、一括削除のための複数行選択が可能です。マルチセレクトモードでは、複数のポリシー
を選択して一度の操作で削除できます。

ポリシー一覧はエントリーポイントです。ポリシー設定を構成するには、適切なエディターのドキュメント
を使用してください： ポリシー  → Android および  ポリシー  → Apple》。

ライセンスの期限が切れている場合、ポリシーの作成（およびその他の書き込み操作）は無効になり
ます。

ポリシーのコピーと削除

ポリシーの削除に関する警告

複数のポリシーを削除する

一括削除は、選択されたすべてのポリシーが同じプラットフォーム（すべて Android、またはすべて
Apple）に属している場合にのみ有効になります。

次へ：ポリシー設定の編集

登録トークンによって参照されているポリシーは、デバイスの登録時に自動的に適用されます。

https://enterprise.cerberusapp.com/docs/books/94f6d/chapter/android-VMG
https://enterprise.cerberusapp.com/docs/books/94f6d/chapter/apple-N58
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